
小学生がシートベルトの重要性を
～ＪＡＦのシートベルトコンビンサー（模擬衝突体

時速５キロの衝突を体験～

ＪＡＦ（一般社団法人 日本自動車連盟）愛知支部（支部長 寺町一憲）

５回 交通少年団集合訓練」（主催：愛知県交通少年団指導育成協議会）に

るシートベルトコンビンサーを出展します。

この集合訓練は交通少年団（※）の団員に対し、参加・体験型の交通安全

全意識や、車社会に対応できる能力（危険予測・自転車の特性の理解など）を

ＪＡＦでは、体験型の交通安全教育として、シートベルトコンビンサー（

トベルト着用の効果と重要性を体験してもらうとともに、子ども安全免許証

する啓発活動を行います。

■日時 ７月２９日（金）９：３０～１５：３０

■会場 豊田スタジアム（豊田市千石町）

■ＪＡＦ出展内容 ①子ども安全免許証の発行 ②シートベルト効果

■主催 愛知県交通少年団指導育成協議会

※交通少年団とは・・・警察の指示の元、「安全運転」の呼びかけなど安全

るボランティア団体です。愛知県内では、小学生を中心に 314 団体、69,3

しています（2015年度末現在）。

ＪＡＦニュース

あいち 16-028

ＪＡＦ愛知支部 風岡（カザオカ）tel052-872-3867（平日9：00～17

↑ シートベルトコンビンサー

思

ＪＡＦ愛知支部
〒466-8580
名古屋市昭和区福江3-7-56
Tel 052（872）3867
２０１６年７月１５日
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このニュースリリースに関するお問い合わせは、
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